
　

全
国
の
高
校
で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
学
校
は
少
な
く
な
い
。

生
徒
に
選
択
肢
を
提
示
す
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
職
業
を
知
ら
せ
た
り
体
験
さ

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、生
徒
の
個
性
や

志
向
と
、大
学
の
学
部
、さ
ら
に
そ
の
先

の
職
業
を
結
び
つ
け
る
実
践
は
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
。「
働
く
こ
と
」に
つ
い
て
の

実
践
の
厚
み
が
増
す
一
方
、「
学
ぶ
こ
と
」

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
日
々
の
、こ
の
教
室

で
の
勉
強
は
将
来
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い

て
、ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。学
ぶ
こ
と

と
働
く
こ
と
の
つ
な
が
り
を
い
か
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

編
集
部
は
、「
今
、な
ぜ
勉
強
す
る
の

か
？
教
科
学
習
は
将
来
ど
う
役
立
つ
の

か
？
」を
真
っ
向
か
ら
生
徒
に
考
え
さ
せ

る
授
業
を
作
れ
な
い
か
と
考
え
た
。
授
業

の
設
計
に
当
た
り
、昨
年「
働
く
こ
と
に
つ

い
て
考
え
る
」と
い
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

公
開
授
業
を
行
い
、編
集
部
一
同
が
深
く

感
銘
を
受
け
た
立
命
館
宇
治
高
校
の
酒

井
淳
平
先
生
に
依
頼
を
し
た
。

　

立
命
館
宇
治
高
校
は
Ｃ
Ｓ
Ｌ（
キ
ャ
リ

ア
・
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）と
い
う
キ
ャ

リ
ア
教
育
授
業
を
１
年
次
よ
り
週
１
回
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
実
施
。
文
部

科
学
省
の「
普
通
科
高
校
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
実
践
に
関
す
る
調
査
研
究
」

指
定
校
と
な
っ
て
い
る
学
校
だ
。
具
体
的

な
授
業
構
成
は
、実
際
に
授
業
を
実
践

し
て
い
た
だ
く
酒
井
先
生
と
同
校
の
田

内
雅
人
先
生
に
作
成
い
た
だ
い
た
。
先
生

方
の
原
案
を
も
と
に
、数
回
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
と
修
正
を
重
ね
た
結
果
、完
成

し
た
の
が
今
回
の
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
次
ペ
ー
ジ
よ
り
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
容

と
、３
月
中
旬
に
同
校
で
実
際
に
行
わ
れ

た
特
別
授
業
の
実
況
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介

す
る
。

今学んでいることが将来の自分につながっていることを、生徒自身が発見できる授業を
作れないか？　小誌編集部が立命館宇治高校の酒井淳平先生とコラボレーションした
特別授業のプログラムと、３月に実践された授業の実況レポートを公開します。

取材・文／長島佳子、
撮影／三宅愛子（グリーンサム）

教科学習の意味 を
発見する特別授業

立命館宇治高校 キャリアガイダンス編集部

「
学
ぶ
」と「
働
く
」の
つ
な
が
り
を

ど
う
意
識
さ
せ
る
か
？

実況レポート

共同開発者

酒井淳平先生
数学科教諭

田内雅人先生
国語科

同校高校１年生普通コース主任、前キ
ャリア教育部長。2013年度よりキャリ
ア教育授業（CSL）を担当し、カリキュラ
ム作りから実践まで行っている。今回の
特別授業の指導案を作成。CDA(キャ
リア・ディベロップメント・アドバイザー)。
当日は国語科の田内先生とともに授業
を進行。

生徒が発見！今なぜ学ぶのか？ 特別授業ルポ

立命館宇治高校（京都・私立）　

School Data
１９94年創立／ＩＢコース・ＩＭコー
ス・普通コース・文科コース・理科
コース／生徒数1071人（男子
512人・女子559人）／進路状況
（２０１３年度実績）大学98.6%・
短大0%・専門学校0%・就職
0.3%・その他1.1%
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「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」特
別
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

酒
井
先
生
と
編
集
部
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
特
別
授
業
は
、講
義
形
式
の
授
業
１
時
間
と
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
１
時
間
の
２
時
間
構
成
と
し
た
。

各
時
間
の
内
容
を
示
し
た
指
導
案
と
、授
業
の
中
で
生
徒
が
使
用
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

進行 内容（生徒の活動） 教員の行動 留意点など

導入
５分

●今日のねらいを知る
中学生の悩みに答える（ＷＳ
記入）

「なぜ勉強するのか？」悩んでいる中学生の悩みにどう答えるか
考えさせ、書かせる
⇒予め用意した中学生の悩みの内容を生徒に朗読させる

書いた内容を２人ほどに発表してもら
う

展開１
5分

●テーマを自分にひきつける
「なぜ勉強するのか」
1回目の記入（ＷＳ）

導入を踏まえて、現時点での考えを記入させる 導入の回答と重なってもよいことを
伝える

展開２
10分

●クイズを考える
大人の考えについてのクイズ
（ＷＳ記入）

「子どもになぜ勉強するのか聞かれたらどう答えますか？」という質
問に対する大人たちの回答の1位から3位までを考えさせる（4位
と5位は予めＷＳに書いてある）

●クイズの1位の検証
5教科の仕事へのつながりに
ついて、社会人２人の例

クイズの１位は「将来何かの役に立つ」。だが、本当に各教科は
将来の役に立つのか、経営コンサルタントとサッカー選手の事例
で考える。仕事のおおまかな説明をした上で、生徒の意見を聞い
た後に、本人が必要だったと感じている教科と理由について紹介

参考文献：『5教科が仕事につなが
る　数学の時間』、『5教科が仕事
につながる　国語の時間』（ぺりかん
社）

「なぜ勉強するのか」
２回目の記入（ＷＳ） ここまでを踏まえての考えを記入させる １回目と同じでもよいことを伝える

展開３
15-20分

「なぜ勉強するのか」に対する
５人の大人の考えに対するラ
ンキング付け。１回目（ＷＳ）

誰のものかは伏せて、言葉だけ紹介し、納得させられた順位を付
ける。１位と２位は理由も書かせる。１位に選んだものを挙手させ
て集計。次に、誰の、どんな背景での言葉だったのかを説明する

出典：『ドラゴン桜』、孔子傳、『ではま
た明日』西田英史、夜間中学校の卒
業式の映像、マララ・ユスフザイさん
の国連でのスピーチ映像

展開４
10分

「なぜ勉強するのか」に対する
５人の大人の考えに対するラ
ンキング付け。２回目（ＷＳ）

背景説明を聞いた上で、再度納得させられた順でランキング、理
由を書かせる。１位が入れ替わった場合はその理由も書かせる
再度１位について挙手させて集計

まとめ
３分

「なぜ勉強するのか」
３回目の記入（ＷＳ）

１時間目の授業を踏まえての考えと、１時間目の感想を記入させ
る

進行 内容（生徒の活動） 教員の行動 留意点など

導入
6分 グループワークのルールを知る

机の配置を変えてグループ分けさせ、発言の仕方、模造紙へ
のメモのとり方、５つのエチケット（①リラックス、②話をよく聴き
対話を楽しむ、③否定せずに受け止める。質問して広げる、④
テーマにフォーカス、⑤書く・描く・つなぐ）の説明をする

各テーブルに大人が１人ずつ入るが、
大人はあくまで生徒の１人として存在。
意見をしたり生徒からの質問には答え
ない。ラウンドで生徒が移動した際に、
前のラウンドでの要点を伝える役割

展開１
12分

ラウンド１
この仕事にこの教科はどう役
立つか？（模造紙）

３つの仕事と教科を提示し、それぞれの仕事にそれぞれの教科
がどう役に立っているか意見を出し合うことを説明する
・美容師⇒理科　・ゲームクリエーター⇒国語
・保育士⇒社会

ねらいは「教科」→「職業」の理解

展開２
12分

ラウンド２
この職業に就くにはどんなこと
を学ぶ必要があるか？（模造
紙）

議論する３つの職業を提示し、どれに興味があるか生徒に選ば
せる。選んだ職業ごとにグループに分け、席を移動させてから
議論をスタートさせる
・ファッションデザイナー　・ホテルマン　・弁護士

ねらいは「教科」←「職業」の理解

展開3
12分

ラウンド３
学んでいることをどう役立てる
ことができるか？役立てたいか？
（模造紙）

ラウンド１の席に生徒を戻させる。
自分が①夢に向かって一直線型か、②目の前のことをがんば
る型かを考えた上で、学びをどう役立てていくか、それは誰のた
めなのかを話し合わせる

学びを自分の意義に結びつけて考え
る

展開4
5分 振り返り 各グループで感想をシェアしあい、グループごとに１人ずつ発表

させる

まとめ
5分+７分 授業のまとめと、ＷＳ記入 教員から生徒への期待の言葉を述べ、ＷＳを記入させる（２時

間目のＷＳは授業全体の感想アンケートも兼ねる）

１時間目

2時間目

「なぜ学ぶのか」について、生徒が多様な考え方にふれながら、自分で答えを発見する。

「学ぶことの大切さ、すばらしさ」について、生徒が授業の中で実感する。

誰のために学ぶのか、学んだことを将来にどうつなぐのか、学んでいることをどう
役立てるのかについて、他の生徒とディスカッションする中で考えを深める。

プログラム策定にあたり、酒井先生と編集部が授業の目標とした到達点は以下のとおり。

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（Vol.402）

先生の講義形式+ＷＳ（ワークシート）を使用

グループワークでのディスカッション中心

＊学ぶ意味はいくつもあるが、意味を多数もっている生徒ほど学びへの高いモチベーションを維持できると思われる。その点から、
　生徒の「学ぶ意味」を増やすことも授業のねらいになる。
＊各教科を学ぶ意義というのも重要なテーマであるが、キャリアの授業という位置づけを考えて1教科に限定したものにはしない。

※以下は、酒井先生が実際に作成された指導案の要約です。指導案の実物はページ下のダウンロードサイトから入手いただけます。

特別授業
プログラムの
目標

指導案
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１時間目2時間目

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（Vol.402）

１時間目用のＷＳ２時間目の模造紙とＷＳ

特別授業で使用したワークシートなど

１時間目では講義形式の授業の
中で、展開ごとに随時ＷＳを使用
し生徒に記入させる。記入には時
間制限を設定し、その都度タイマ
ーで記入開始・終了を伝える。

２時間目はディスカッション形式の授業で、グループごとにテ
ーブルに模造紙が置かれ、生徒たちは他の生徒が話す内容
を模造紙にランダムに記入。関係性があることがらは線でつ
なぐなど、記述の仕方は自由。授業の最後に振り返りとして
ＷＳに今回の授業での気づきと感想を書く。

　

１
時
間
目
の
特
徴
は
、「
な
ぜ
勉
強
す

る
の
か
？
」と
い
う
質
問
を
３
回
に
わ
た

っ
て
生
徒
が
考
え
る
こ
と
だ
。導
入
で「
な

ぜ
勉
強
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
？
」と

い
う
中
学
生
の
悩
み
に
答
え
る
ワ
ー
ク
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、次
に
続
く
1
回
目

の
問
い
に
答
え
や
す
く
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、社
会
で
活
躍
す
る
人
々
が
実
感
し
て

い
る
教
科
と
仕
事
の
結
び
つ
き
や
、さ
ま

ざ
ま
な
大
人
た
ち
の
勉
強
す
る
理
由
に

つ
い
て
の
考
え
を
提
示
し
、共
感
で
き
る

内
容
と
そ
の
理
由
を
考
え
た
う
え
で
、自

分
が
学
ぶ
意
味
を
熟
考
し
、言
葉
化
し
て

い
く
。
多
様
な
考
え
方
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
ぶ

つ
け
て
生
徒
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、同
時

に
考
え
方
の
引
き
出
し
を
増
や
す
方
法

は
酒
井
先
生
の「
働
く
こ
と
に
つ
い
て
考

え
る
」の
授
業
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

２
時
間
目
で
は
教
科
と
職
業
の
結
び

つ
き
に
つ
い
て
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
仲
間

と
意
見
を
交
わ
す
中
で
考
え
を
深
め
て

い
く
。
同
級
生
の
言
葉
や
、日
々
取
り
組

む
教
科
を
材
料
と
す
る
こ
と
で「
自
分
に

と
っ
て
」の
学
び
の
意
味
を
考
え
、さ
ら
に

は
、将
来
ど
の
よ
う
に
役
立
て
た
い
の
か

ま
で
考
え
る
の
が
ゴ
ー
ル
だ
。

　

今
回
の
授
業
に
は
、他
校
の
先
生
方
に

も
参
観
い
た
だ
き
、授
業
後
の
座
談
会
で

は
今
回
の
授
業
を
ど
う
活
用
し
て
い
き
た

い
か
の
ご
意
見
も
伺
っ
た
。
次
ペ
ー
ジ
で
は
、

6
ク
ラ
ス
か
ら
集
ま
っ
た
33
人
を
対
象
に

行
わ
れ
た
授
業
を
実
況
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

参
観
者
参
加
型
授
業
を
行
い
、

振
り
返
り
を
行
う

座談会の様子は22ページで紹介。

いま伝えたい  なぜ学ぶ  なぜ働く
特別授業ルポ

15 2014 MAY Vol.402



講義+ＷＳでさまざまな考え方に触れる
今回の受講者は春休み直前の高校1年生たち。講義では、酒井先生が事前に作成されたスライドや映像を多用し、テンポ良く
授業が進められた。ＷＳへの記入時間は、それぞれ１・２分だが、時間を短く区切ることで生徒も集中して取り組む。

生徒代表がスライドを音読。

難しい問いだが、導入で一度考えていること
によって、ほとんどの生徒がスラスラと書い
ていた。

正解を出すことが重要ではないので、周りと
相談しながら気軽に記入させる。

生徒たちの回答が出そろったところで、
正解を表示。

スライドで２人の社会人の仕事
の概要を先生が伝える。

隣の生徒と意見をシェア。

よどみなくＷＳを書く生徒たち。

この仕事にどんな教科が役立つと思うか、
生徒に自由に発言させる。

役立った教科（経営コンサルタント→数学、
サッカー選手→国語）とその理由を聞いて、
意外そうな表情を見せる生徒たち。

▼生徒たちの回答例

▼生徒たちの回答例

●今勉強をしないと、いつか絶対後悔
してしまうよ。
●今やってる勉強は、将来ゲームをつ
くるための過程に過ぎないと思って頑
張ればいいと思う。
●将来の目標があるのだからそれに
向かって突き進めばいい。
●学校で習う教科とかは将来使わな
いけど、ゲームなら専門学校の入学に
は必要だから。
●やりたいことをすればいいと思う。
勉強ばかりにとらわれすぎてる。
●しなくてはならないので頑張るしか
ない。
●ゲーム感覚で勉強するといいかも！
●今勉強した方が後々楽になるという
ことを教えてあげたい。
●嫌いなら嫌いでいい！

1位を聞いて「あ～」
２位を聞いて
「かっこいい～」

●自分のために必要だから。就職する
ためには必ず必要になってくるから。
●個人的にいうなら勉強が好きだか
ら。そして必要とされているから。
●自分の将来のため。選択肢が少な
い未来は嫌だから。
●自分に合ったことを見つけるため
●しなければ後々苦しいから。みんな
してるから。
●好きなことや興味があることの時間
を費やすために勉強する。
●どういった道に進むにしても人とし
て最低限身につけておく必要がある
から。

今日のねらい
を知る

テーマを自分
にひきつける

クイズを
考える

クイズの
1位の検証

中学生の悩みに答える「なぜ勉強するのか？」
１回目大人が考える勉強の意義5教科→仕事のつながり

スライドに映された中学２年生
の悩みを読んで、「なぜ勉強しな
ければいけないか？」の後輩の
悩みに答える。（ＷＳ記入）

導入を踏まえて、自分はなぜ勉
強するのかをワークシートに記
入。（ＷＳ記入）

「子どもになぜ勉強するのか聞
かれたらどう答えますか？」という
質問に対する大人たちの回答
を予測する。（ＷＳ記入）

クイズの１位は「将来何かの役
に立つ」。本当に各教科は将来
の役に立つのかについて、２人
の社会人（経営コンサルタントと
サッカー選手）例を紹介する。

▼
生徒
たちの反応

（ワークシート）
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「なぜ
学ぶの

か」

特別授
業

生徒たちは興味深
そうに、先人たちの
学ぶ理由について
耳を傾ける。

１回目と同じ答えでもいいと言われ、再び記
入するが、ほとんどの生徒の回答が１回目か
ら変化していた。

響く言葉は生徒それぞれ。自分の共感度で
順位をつけていく。

社会に出た先人たちなどが考える、
学びの役割や学びの理由を知った
うえで、自分がなぜ学ぶかを考え始
めた生徒たち。

立命館宇治中学・高等学校のチャールズ・
フォックス校長先生も特別授業の様子を興
味深く参観。

１位にあげた回答について挙手を促
し、みんながどの回答により納得させ
られたかを共有。

「１回目との違いは？その違いはなぜ？」
と先生に問われ考える生徒たち。

この時点ではＣの回答が最も納得度が高
い結果に。

１回目に人気がなかった孔子の言葉は意味
を知って納得度が上昇。脳腫瘍の高校生の
言葉は状況の違いを知ってか人数が減少。

生徒たちの学ぶ理由はさらに変化し、「世
界」や「周りの人」という言葉が出現した。

スライドや映像を使いながら、それぞれの
人について、どんな場面で学ぶ理由を語
ったのかを先生たちが詳しく説明。

▼生徒たちの回答例

▼生徒たちの１位投票数

▼生徒たちの１位投票数（２回目）

▼生徒たちの回答例

●将来のため、生きていくために重要
なツールだから。
●自分の将来の仕事に何か役に立
つかもしれないから。
●今は役に立たなくても、いつか身近
なところで役に立つこともあるかもしれ
ないから。
●何かの武器を持つため。
●完璧な自分にするため。基礎を身
につけるため。
●将来就いた仕事を円滑に進めるた
め。
●コミュニケーションが取れるようにな
る。
●人として生きていくためのスキルを
身につけることにもなるから。

A「社会のルールは頭のいいやつの
都合のいいように作られてるんだ！　
騙されたくなかったら、損して負けたく
なかったら、お前ら、勉強しろ！」➡７
人
B「南山の竹はまっすぐだ。だがこの竹
も矢じりをつけ、矢ばねをつければまっ
すぐ飛ぶようになる。学問はそういうも
のだと思う。」➡２人
C「日々の生活の充実」➡13人
D「心の傷を癒す」➡0人
E「未来を作る、世界を変える」➡６人

A 漫画『ドラゴン桜』のセリフ➡９人
B 孔子傳➡７人
C 脳腫瘍を患った高校生の言葉➡
３人
D 夜間中学の卒業生の言葉➡３人
E マララさんの言葉➡８人

●生きていくため。社会に通用する人
間になるため。
●今の自分に＋αするため。
●勉強するという幸せなことが与えら
れているから。自分が幸せだということ
をわからせるため。
●自分自身を成長させるため。
●将来、いろいろなことを経験するた
め。
●社会を変えるため。無知・無関心は
恥ずかしい。
●スキルを得るため。自分をグレードア
ップさせるため。
●世界を変えるため。自分の生活を
充実させるため。
●目標を達成するため。
●正しい知識を身につけるため。学び
を誰かに伝えられるようになるため。
●自分を変えて、変わった自分が周り
の人を変えるため。

２回目の
問い

先人が学ぶ
理由を知る

言葉の背景を
知る

3回目の
問い

「なぜ勉強するのか？」５人の大人が勉強する
理由への順位づけ

学ぶ理由の背景や
気持ちの詳細を知る「なぜ勉強するのか？」

ここまでを踏まえて、自分はなぜ
勉強するのかを再びワークシー
トに記入。（ＷＳ記入）

「なぜ勉強するのか」に対する５人の
大人の考えについて、言葉だけを見
せて、納得させられた順にランキング
づけ、理由も書く。（ＷＳ記入）

今度は、５人の大人が誰で、どのよ
うな背景で学ぶ理由を語ったかの
詳細を伝え、再度納得させられた順
にランキングづけ。（ＷＳ記入）

1時間目の授業を踏まえ、自分
はなぜ勉強するのかを再びワー
クシートに記入。（ＷＳ記入）

１時間目実況 １

いま伝えたい  なぜ学ぶ  なぜ働く
特別授業ルポ
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次のテーマは職業別に必要となる学びについてとなる
ため、「ファッションデザイナー」、「ホテルマン」、「弁護
士」の中で興味のある職業を選ばせ、職業ごとのグル
ープに再編成。席替えを促す。

友人の発言内容を他の生徒はどんどん模
造紙に書き込んでいく。

各グループには１人ずつ、この日参観に来た他校から
の先生たちが参加。参観者の先生方には予め、一参
加者として存在し、意見をしたり生徒からの質問には
答えないようお願い事項が伝えられている。

スムーズで活発な対話進行のために、先生からルール
とエチケットを説明。

発言するときはオブジェを持つのがルール。
発言する相手の話に真剣に耳を傾ける生
徒たち。

メモを取った発言内容に関連性が出てくれば線で
つなぐなど、意見が模造紙上でまとまってくる。

導入ラウンド １席替え

グループワークで考えを深める
グループワークでは、３つのテーマについて仲間と意見を交わし、誰かの発言について気づきがあったことをテーブル上の模造
紙にどんどん書き込んでいく。マインドマップ方式で書き込みは線でつなぐなどして、お互いの考えをまとめていた。

グループワークのルールを知る「教科」➡「職業」の理解ディスカッションを盛り上げるための
グループ替え

発言の仕方、模造紙へのメモのとり方、進行
方法のエチケットについて説明をする。

３つの仕事と教科について、それぞれの仕事
にそれぞれの教科がどう役に立っているかを
考える。

次のディスカッションテーマに合わせ、興味
別にグループを変更する。

盛り上げる
ための

グループ替え!

▼生徒たちの発言例
＜美容師→理科＞
●染める染料の配合を知るには化学が必要かも。
●カットの角度とか？それは数学か（笑）。
●シャンプーの成分と髪質の関係は理科だね。
＜ゲームクリエーター→国語＞
●ストーリーや原作を考えるのは国語力。
●売るためにＣＭなどで惹きつける言葉が大事。
●いろいろなセリフが出てくるから。
＜保育士→社会＞
●親とのつながりがあるから社会常識が必要。
●社会のルールを子どもたちに教える立場だから。
●人とのコミュニケーションに社会科は基本。
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田内先生も巡回しな
がら適宜盛り上げ役
としてディスカッショ
ンに参加。

ラウンド１に引き続
き、生徒たちからは
活発な意見が。模
造紙は次々に埋めら
れていく。

生徒たちは思い思いに、自
分の夢を語り始め、そのた
めに何をどう学んでいくか、
どんなことをこれから学んで
いきたいかなどを伝えてい
た。聴く側の生徒たちも仲
間の夢を聞いて応援の言
葉をかけていた。

どのテーブルもいつの
間にか模造紙一面が
埋めつくされていた。授業全体の感想や印象に残ったことをＷＳに記入

（回答の抜粋は次ページ参照）。

２時間の授業で感じたものが多かったのか、生徒たち
はこの授業の中でも最も真剣に先生の話に耳を傾け
ていた。

まず、席に残っていた参観者の先生から、ラウンド１で
その席でどんな議論がされていたかを説明。模造紙は
席に置かれていたものを引き続き使用。

自分が①学んでいることをやりたいことのために役立
てたいイチロー型（夢に向かって一直線型）か、②学ん
でいることをどう役立てていくかの川畑さん型（目の前
のことを頑張る型）かを表明した上で、これからどうして
いくかをそれぞれが考える。

酒井先生から「みんな
の学びを期待してる
人が必ずいる」、「大
学の学部は自分の武
器となる知識を身につ
けるところで、学部選
択は武器を選ぶこと
になる」ことが伝えられ
る。

ラウンド ２ラウンド ３振り返りとまとめ

2時間目

「教科」⬅「職業」の理解学びと自分のむすびつけグループごとに感想をシェアし、
先生からまとめの話

３つの職業について、それに就くにはどんなこ
とを学ぶ必要があるかを考える。

学んでいることをどう役立てることができる
か？役立てたいか？を考える。

先生から生徒への期待、学部選びの考え方
が述べられる、最後に授業全体の感想をア
ンケート（ＷＳ）に記入。

「なぜ
学ぶの

か」

特別授
業

実況 2

▼生徒たちの発言例

▼生徒たちの発言例

＜ホテルマン＞
●世界中からお客さんが来るから英語。
●人とつながる仕事で、外国人を理解するためにも
社会。
●サービス業なので音楽や美術の知識も必要。
＜ファッションデザイナー＞
●形状を考えるから数学。
●世界で活躍するには英語。
●人間の体を理解していなければいけないから理
科。
＜弁護士＞
●順序立てて人を説得する仕事なので国語。
●論理的な思考には数学も必要。
●法廷で体を使って伝えるから体育。

●東京の大学に行って美術の仕事に就きたいか
ら、今は基礎を大事にしたい。
●夢はまだ決まっていないから、今はボランティアな
どいろんなことに挑戦して、好きなことを見つけたい。
●青年海外協力隊に行きたい。そのために国際関
係の学部に行きたいから英語やボランティアを頑張
っているところ。これからはもっと視野を広げていきた
い。
●明確な夢はまだ決まっていないけれど、社会系な
ど文系に進みたくて、外国やNPOに興味があるの
で、英語や社会を頑張りたい。

いま伝えたい  なぜ学ぶ  なぜ働く
特別授業ルポ
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特
別
授
業
を
終
え
て
生
徒
は
こ
う
変
わ
っ
た

高
校
進
学
時
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｌ
授
業
を
通
じ
て
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
て
い
る
立
命
館
宇
治
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、こ
の
授
業
を
通
し
て
新

し
い
発
見
は
あ
っ
た
の
か
、考
え
方
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
と
取
材
で
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
？
」。生
徒
に
と

っ
て
も
教
員
に
と
っ
て
も
根
本
的
な
問
題

で
あ
り
、答
え
が
一
つ
で
は
な
い
問
い
に
対

し
て
、生
徒
自
身
が
自
分
の
こ
と
と
し
て

考
え
、自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
る
こ

と
に
挑
戦
し
た
こ
の
授
業
。
生
徒
は
短
い

時
間
の
中
で
次
か
ら
次
に
新
し
い
考
え
方

に
触
れ
た
。
２
５
０
０
年
前
の
中
国
の
哲

学
の
考
え
や
、学
校
で
学
べ
る
こ
と
が
当

た
り
前
で
は
な
か
っ
た
日
本
の
夜
間
中
学

校
の
卒
業
生
や
、開
発
途
上
国
の
少
女

の
言
葉
、同
級
生
の
考
え
。
予
定
調
和
的

な
回
答
は
揺
さ
ぶ
ら
れ
、書
く
こ
と
が
大

き
く
変
わ
っ
た
生
徒
も
い
る
。

　

授
業
後
に
生
徒
に
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
対
し
て
も
、選
択
設
問
も
フ
リ
ー
コ
メ

ン
ト
も
ほ
ぼ
肯
定
的
な
感
想
で
、特
に

「
仲
間
と
交
流
す
る
こ
と
で
考
え
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
」と
い
う
こ
と
に
対
し
強

他
者
の
意
見
を
知
る
こ
と
で

多
く
の
発
見
を
得
た
生
徒
多
数

「なぜ勉強するのか？」
への回答の変化

授業で印象に残ったこと、
感想など

い
肯
定
感
を
示
し
、授
業
が
楽
し
か
っ
た

と
答
え
て
い
る
。
１
時
間
目
に
３
回
尋
ね

た「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
？
」の
問
い
に
対

し
て
も
、ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
変
化
を
見

せ
、そ
の
一
例
を
左
に
挙
げ
て
み
た
。「
な

ぜ
勉
強
す
る
の
か
？
」の
問
い
は
、生
徒
た

ち
に
と
っ
て
も
知
り
た
か
っ
た
、考
え
た
か

っ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
我
々

の
予
想
よ
り
も
多
く
の
こ
と
を
発
見
し

吸
収
し
て
い
た
、高
校
生
の
柔
軟
性
と
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
た
２
時
間
で
あ
っ
た
。

Ａ さん

特別授業に対する生徒たちのアンケート結果

B さん

Ｃ 君

D 君

①「自分の夢を叶えるために志望の学部に入りたいのと
今勉強すればそれが身になる」

②「将来の自分を作るものだから」

③「世界を知り、視野を広げることが、将来の社会貢献に
つながっていき、それが誰かの喜びに変わるから」

①「将来自分の就きたい仕事ができるようになるため。
大人になって生きていく中で困らないようにするため」

②「将来役立つ知識を増やすため」

③「今生きている中でできることを精一杯とりくみたいと思うか
ら。勉強することが生きる力にもなっていくと思う」

①「上に立って人を見下してやりたいから」

②「生きるため、いい生活をするために、偉くなって
見下してやりたいから」

③「広い視野で物事をとらえるようになるため」

①「しなければ後々苦しいし、みんなしてるから」

②「将来何かの役に立つかもしれないから」

③「世界を変えるため。自分の生活を充実させるため」

●最初はクラスの違う人ばかりで意見なんて言
えないと思っていましたが、先生方の心遣いのお
かげで積極的に発言することができました。自分
の将来の夢を語ったときに応援されてディスカッ
ションがとても楽しかった。

●弁護士に必要な教科を考えていたときに、友
達が「理科」と言い「根拠が大切になってくるか
ら」という意見を出したことに驚いた。

●自分のことがどんどん言えるワークは楽しい。

●一つのものをいろいろな方向から見ることによ
って新しい考え方が発見されるということを学べ
た。

●勉強は世界を変えられると知った。

●（授業で出た事例以外に）他の職業の人の話
も聞いてみたいと思った。

●これから勉強するのにいいモチベーションがも
てるのでこの授業に出てよかった。

●正直、受験が終わってからあまり勉強していな
かったので、これからもっと勉強について知って
学びたいと思います。

●日本に生まれたことの喜びと感謝の気持ちが
生まれた。

●自分の夢がもし叶わなかったとき、どうすればい
いのでしょう？

▼CSL特別授業は
楽しかった

▼CSL特別授業を通じて
考えが変わった

▼勉強することの大切さ、
すばらしさを感じた

▼他の人と交流し、自分の
考えを深めることができた

▼印象に残ったこと
ベスト３

▼なぜ勉強するかについて
深く考え、なぜ学ぶのかについて
自分なりの答えを発見できた

■強くそう思う　■少しそう思う　■どちらともいえない　■全然そう思わない

61%

38%

55%
50%

59%

■0%
■0%

■0%

■0%
■0% ■0%

■0%
■0%

3%

7%

39%

55%

45%
47%

41%
1位 グループワーク
２位 孔子の言葉

３位 勉強する理由が人それ
ぞれだと言うこと
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特別授業に参加した立命館宇治高
校の５人の生徒に、授業の感想を聞
いてみた。

授業を実施した先生方の感想

今
ま
で
も
担
当
授
業
の
中
で
は「
な
ぜ

数
学
を
勉
強
す
る
の
か
」は
伝
え
て
い
た

つ
も
り
で
し
た
が
、１
教
科
か
ら
の
視
点
で
し
た
。

今
回
、キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
編
集
部
か
ら
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
？
」の

教
科
を
超
え
た
根
本
的
な
部
分
を
、私
自
身
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
１
年
、キ
ャ

リ
ア
教
育
授
業
を
担
当
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

生
徒
は
学
び
の
意
味
や
、な
ぜ
生
き
る
か
と
い

う
大
き
な
問
い
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

我
々
大
人
が
問
い
、と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
日
の
特
別
授
業

は
完
成
形
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、こ
れ
を

機
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
来
年
度
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
授
業
を
担
当
し
た
直
後
は
、職

業
の
勉
強
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、「
生
き
方
」の
学
習
な
ん
だ
と
気
づ
い
て
か

ら
私
自
身
の
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
今
回
の

特
別
授
業
を
や
っ
て
み
て
、今
ま
で
の
本
校
の
キ

ャ
リ
ア
授
業
で
「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
？
」の
テ
ー
マ

を
な
ぜ
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
逆
に
思

い
ま
し
た
。ま
た
、解
答
が
ひ
と
つ
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
テ
ス
ト
中
心
の
た
め
か
、答
え
が
な
い
こ

と
に
不
安
を
感
じ
て
し
ま
う
日
本
の
教
育
の
問

題
点
も
感
じ
て
い
ま
す
。本
校
の
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
コ
ー
ス
で
は
答
え
を
も
た
ず
に
自
由
に
議
論

さ
せ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
の
授
業
も
様
々
な
答

え
を
も
て
る
と
い
う
点
で
、日
本
の
教
育
に
一
石

を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は

問
わ
れ
た
が
っ
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
学
習
は

生
き
方
の
学
習
と
気
づ
い
た

堀田さくらさん

鈴木孝典君寺園日向さん

鴨奥海斗君

杉村志帆さん

酒井先生田内先生

グループワークで、発
言した言葉を文字や
図示してみると新たな
視点を生むことを発見
しました。今まで親に、なぜ勉強しなきゃい
けないのか尋ねると「したくないならせんで
いい」と言われ、将来行きたい学部が決ま
っているからしたくないわけじゃないんだけ
ど…、と思っていましたが、今日の授業で
勉強することは自分の進学や知識のため
だけでなく、世のため人のためになるのだ
と思いました。あらためて、自分の将来の
夢にはどの教科のどんな点が必要なのか
考えてみようと思い、今勉強していること
はすべて役に立つのだと思いました。

勉強する意味につい
て今まで深く考えたこ
とも疑問に思ったこと
もなく、親が「勉強しな
いと後悔するぞ」と言うので「しないとあか
んのや」ぐらいの気持ちでした。今回の授
業を受けて、今まで狭い世界でしか周りを
見ていなかったけれど、広い世界で見るこ
との大切さがわかりました。人の意見を聞
くことで新しい発見があることも楽しかっ
たです。今日学んだベスト１は「経験」で、
過去の経験が未来の自分を作る意義を
知りました。どの教科も未来の自分に大
切だと思ったので、これからは目標を立て
ようと意識することができました。

仲間と意見を交流しあ
うことで、自分だけでは
気づけなかったことに
気づけて刺激を受け、
新鮮でした。中学生の頃、親に勉強の意
味を聞いたときに「知識だけでなく努力を
覚えるから必要なんだよ」と言われて、それ
もあると思っていました。今日の１時間目
で、先生が何度も「なぜ勉強するのか？」
と質問しましたが、説明を聞くにつれ自分
の考えが変わっていきました。いろいろな
人の勉強する理由を聞いて、境遇によっ
て勉強する意味もさまざまで、「なぜ勉強
するか？」の答えはたくさんあり、それを知
ることができてすっきりして良かったです。

今回の授業で、毎週
CSLで学ぶ理由が理
解できました。大学選
びは偏差値で考えて
いましたが、大学は通過点に過ぎないこと
がわかり、何のために自分は行動し、何の
ために自分はいるのかがわかった気がしま
す。その「何の」を教えてくれるのがこの授
業なんだと。それがわかると勉強する意味
がわかり、行動に移すことができます。勉
強は「世界を良くするため」ということをき
れい事だと言う人がいるけれど、自分はき
れい事とは思わない。世界を良くすること
が自分の勉強の目的ではなくても、気づか
ないうちにそうなれるといいです。

中学受験のときに親
に、なぜ勉強しなきゃ
いけないのか聞いたら、
「今やれば高校・大学
受験しなくていいし、将来役に立つでしょ」
と言われ、そのときはなるほどと思ったので
すが、将来何になるのかわからないし、「将
来」っていつなんだろうと漠然と疑問に思
っていました。今日の授業で見えない未来
について考えることができ、勉強は日々の
生活で活かして自分の成長のために必要
と知ることができました。また、無理矢理さ
せても意味はなく、将来の選択肢を広げ
るためのスキルとして学ぶと思えば、勉強
が楽しく感じるとわかりました。

生徒に聞いた
特別授業の感想

いま伝えたい  なぜ学ぶ  なぜ働く
特別授業ルポ

21 2014 MAY Vol.402



特
別
授
業
を
振
り
返
っ
て

特
別
授
業
を
参
観
さ
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
進
路
指
導
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
当
た
っ
て
い
る

４
校
の
先
生
に
、授
業
の
感
想
と
、自
校
で
取
り
入
れ
る
場
合
の
活
用
法
に
つ
い
て
の
お
考
え
を

う
か
が
っ
た
。参
考
の
上
、ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
学
校
で
も
応
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「なぜ
学ぶの

か」

特別授
業

座談会

司
会　

ま
ず
は
、各
校
で
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
取
り
組
み
の
紹
介
と
、今
日

の
授
業
の
感
想
を
う
か
が
え
ま
す
か
。

大
森
先
生　

本
校
で
は
15
年
前
く

ら
い
か
ら
、学
び
と
実
社
会
を
つ
な
げ

る
た
め
、企
業
か
ら
出
さ
れ
た
課
題

に
生
徒
が
取
り
組
む
な
ど
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
カ
ト
リ

ッ
ク
系
の
た
め
か
、本
校
の
生
徒
は

「
人
の
た
め
に
何
か
す
る
」気
持
ち
が

非
常
に
強
く
、「
働
く
の
は
何
の
た
め
？
」

と
聞
く
と
、ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が「
社
会
貢

献
の
た
め
」と
言
い
ま
す
。
今
日
の
授
業
の

「
学
ぶ
の
は
何
の
た
め
？
」に
は
ど
う
答
え

る
の
か
。
今
ま
で
怖
く
て
聞
け
な
か
っ
た
テ

ー
マ
で
す
が
、一
度
聞
い
て
み
た
い
、絶
対
聞

か
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

橋
詰
先
生　

本
校
も
ほ
ぼ
全
員
が
大
学

進
学
を
目
指
し
ま
す
。
生
徒
に
は「
遠
い
未

来
と
近
い
未
来
」、将
来
と
目
の
前
の
進
路

の
両
方
を
見
据
え
よ
う
と
い
う
な
げ
か
け

を
し
て
い
ま
す
。「
探
究
基
礎
」と
い
う
科

目
で
課
題
探
究
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
が
、

数
字
で
評
価
さ
れ
る「
見
え
る
力
」と
、課

題
設
定
・
課
題
解
決
に
取
り
組
む
際
に
求

め
ら
れ
る
「
見
え
な
い
力
」の
育
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
校
で
も
「
学
ぶ
の
は
何
の
た

め
？
」と
と
も
に
、「
学
び
と
は
何
か
？
」に
つ

い
て
考
え
さ
せ
る
機
会
を
大
切
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

出席の先生方

堀川高校（京都・市立）
統括室　室長
橋詰 忍先生

平安女学院高校
（京都・私立）
立命館コース主任

角
かど

 好
よし

恵
え

先生

百合学院高校
（兵庫・私立）
進路指導部長

「キャリアの時間」担当

大森順子先生

塔南高校（京都・市立）
生徒指導部
総合学習担当

田中文明先生

怖
く
て
聞
け
な
か
っ
た
が

絶
対
聞
き
た
い
テ
ー
マ

＊他に4人の常勤講師の
先生方に参観いただいた。
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角
先
生　

２
０
０
８
年
か
ら
立
命
館
大
学

に
進
学
す
る
立
命
館
コ
ー
ス
を
設
置
し
ま

し
た
が
、テ
ス
ト
の
点
数
や
授
業
の
評
定
が

学
部
・
学
科
分
け
に
直
結
し
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、自
律
的
・
自
発
的
な
学
び
の
意
味
を

考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
、そ
れ

を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
本
校
の
キ
ャ
リ
ア

学
習
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、学
部
の
志
望
理
由
書
を
半
年
か
け
て

じ
っ
く
り
考
え
て
書
か
せ
た
り
、年
１
回
キ

ャ
リ
ア
講
演
会
を
行
い
、社
会
と
の
つ
な
が

り
を
意
識
さ
せ
る
ワ
ー
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
日
、「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
」を
３
回
考

え
た
だ
け
で
考
え
が
深
ま
っ
て
い
く
授
業

を
見
て
、こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
な
い

の
が
本
校
の
弱
み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

田
中
先
生　

近
隣
に
生
活
指
導
が
非
常

に
厳
し
い
高
校
が
あ
り
、そ
こ
を
避
け
て
く

る
生
徒
が
多
く
、問
題
も
多
か
っ
た
の
が
本

校
の
実
情
で
す
。
毎
日
が
楽
し
け
れ
ば
い
い

と
い
う
生
徒
が
多
か
っ
た
た
め
、５
年
前
に

生
徒
指
導
改
革
を
行
い
、一つ
ひ
と
つ
改
革

を
進
め
て
、２
年
前
か
ら
よ
う
や
く
授
業
が

普
通
に
成
立
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
授
業
を
拝
見
し
て
「
こ
う
い
う

こ
と
を
高
校
生
が
で
き
る
ん
だ
」と
心
が
洗

わ
れ
る
と
と
も
に
、本
校
の
生
徒
に
で
き
る

の
か
と
。し
か
し
、う
ち
の
生
徒
に
こ
そ「
な

ぜ
学
ぶ
の
か
」を
考
え
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
逆
に
言
え
ば
、そ
の

問
い
に
対
す
る
し
っ
か
り
し
た
答
え
を
、

我
々
教
員
側
も
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
突

き
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

酒
井
先
生　

今
日
の
授
業
で
率
直
に
気
に

な
っ
た
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

橋
詰
先
生　

答
え
が
ひ
と
つ
で
な
い「
な
ぜ

学
ぶ
の
か
」と
い
う
、普
段
教
師
が
避
け
て

し
ま
い
が
ち
な
こ
と
を
正
面
か
ら
取
り
組

む
ア
プ
ロ
ー
チ
が
す
ご
い
と
思
い
、「
な
ぜ
勉

強
す
る
の
か
」を
３
段
階
に
分
け
て
様
々
な

情
報
に
よ
っ
て
視
点
を
変
え
て
考
え
さ
せ

る
点
も
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
た
だ
、１
回
ご
と
の
考
え
る
時
間
が

短
い
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
生

徒
が
内
在
化
し
て
省
み
る
時
間
が
あ
っ
て

も
い
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

酒
井
先
生　

た
し
か
に
扱
っ
た
内
容
は
少

し
多
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

田
中
先
生　

確
か
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
し
た

が
、生
徒
た
ち
は
自
分
で
よ
く
考
え
て
肉

付
け
し
て
堂
々
と
発
表
し
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
で
、

こ
ん
な
に
時
間
が
短
く
感
じ
ら
れ
る
授
業

を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。
教
科
の

授
業
で
も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
型
の
授
業
を

取
り
入
れ
た
い
と
も
思
い
ま
し
た
。

百合学院高校（兵庫・私立）
大森順子先生

School Data

このような授業を実践してみたい時期とそのねらい

実践する場合の授業の構成やＷＳのアレンジ方法

期待される生徒への効果

1955年創立／普通科／生徒数
196人（女子）／進路状況（2013年
度実績）・大学78％・短大12％・専門
学校6％・その他4％

●高校１年生の３学期と中学３年生の１学期（中高一貫のため）
なるべく早い時期に考えさせた方がその後の学習意欲の向上
になると思うが、生徒間の話し合いが有効なプログラムであるの
で、話し合いができるお互いの関係ができあがっていた時期の
方がよいと思う。「なぜ学ぶのか？」は授業を受けている生徒なら、
一度は考えるべきことであり、また授業を行っている教員なら、生
徒に考えさせなければいけないことと考える。

授業の構成はこのままがよい。１時間目の「後輩の悩みに答え
よう」を最初に設定したことにより「なぜ勉強するのか」という問
いにまじめに答えようとするし、「クイズ」「社会人が語る、働くこと
と学習」「ランキングの説明」も適切で、「なぜ勉強するか」を３回、
「ランキング」を２回考えさせるのも考えを深めることができる。た
だ、本校は女子校のため、社会人の事例のサッカー選手を女子
になじみのある職種にした方が良いかもしれない。実施時期を
今回と同様に考えており、生徒の発達段階がほぼ同じと思うの
で、２時間目の議論も同テーマ、同ルールで話し合わせてみたい。

生徒はいつも学習に対して興味やおもしろさを感じることができ
るわけではなく、勉強が嫌になったり積極的に取り組むことがで
きない生徒も多い中、「なぜ勉強するのか」ということを考える機
会をもち、その答えを出す経験をすることにより、少しでも学習意
欲の向上につながると思う。口に出して発表することにより自分
の中でも考えがまとまっていき、「決意の表明」になっていくよう
に思われる。その効果は高いのではないだろうか。

教
員
側
が
答
え
を
も
た
ね
ば

向
き
合
え
な
い
授
業

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
る
が

思
考
の
内
在
化
も
必
要
？

私ならこうする！
   活用案 1

いま伝えたい  なぜ学ぶ  なぜ働く
特別授業ルポ
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角
先
生　

今
日
の
生
徒
さ
ん
は
、積
極
的

な
発
言
が
多
く
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も

お
も
し
ろ
く
て
意
外
な
意
見
が
ポ
ン
と
飛

び
出
す
反
射
神
経
と
短
時
間
で
深
く
考

え
る
力
が
あ
る
と
感
心
し
ま
し
た
。

大
森
先
生　

私
は
以
前
に
も
酒
井
先
生
の

Ｃ
Ｓ
Ｌ
授
業
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
と
き
よ
り
も
生
徒

同
士
で
自
分
の
意
見
を
言
い
合
え
る
ム
ー

ド
が
高
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

４
月
で
は
で
き
な
い
ム
ー
ド
で
、１
年
間
Ｃ

Ｓ
Ｌ
授
業
を
受
け
て
き
た
今
だ
か
ら
で
き

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。「
な
ぜ
勉
強
す
る

の
か
」に
つ
い
て
１
回
目
で「
自
分
の
た
め
」

と
答
え
た
生
徒
が
３
回
目
に
は
「
社
会
や

人
の
た
め
」と
答
え
て
い
て
、短
時
間
で
こ

ん
な
に
変
わ
る
、生
徒
の
力
っ
て
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
教
師
が
教
え
込
む
よ
り
、み

ん
な
で
話
し
合
う
力
も
す
ご
い
で
す
ね
。

酒
井
先
生　

う
ち
の
生
徒
も
勉
強
に
前

向
き
な
生
徒
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
後
輩
の
悩
み
に
答
え
る
」と
い
う
前
置
き

が
あ
っ
た
か
ら
1
回
目
か
ら
書
け
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
後
輩
に
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
と

聞
か
れ
た
ら
「
せ
な
あ
か
ん
か
ら
や
」と
は

答
え
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

大
森
先
生　

あ
と
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

私ならこうする！
   活用案

塔南高校京都・市立
田中文明先生
吉田賢司先生

School Data

このような授業を実践してみたい時期とそのねらい

実践する場合の授業の構成やＷＳのアレンジ方法

期待される生徒への効果

1963年創立／普通科・教育みらい科
／生徒数754人(男子346人・女子
408人)／進路状況(2013年度実績
)大学53.7%・短大9.6%・専門学校
19.9%・就職5.1%・その他7.8%

●１年生の４～５月
高校に入学して間もなく緊張感もあり、春休みを挟んで
一度受験からも解放され、再度学習を始めるこの時期が、
「なぜ学ぶのか」という課題に対しては一番有効かと思
われる。ただ単に教科の授業を進め、テストをし、受験に
必要な知識を詰め込むだけでなく、その大前提を問い直
せる（田中先生）。
授業に対するモチベーションが大きく向上すると思う。教
師から一方的に勉強の必要性を教えられるのではなく自
分たち自身で話し合いを通し、勉強とは何かを考える非
常に良い機会（吉田先生）。

構成は同様で、「ランキングづけ」の事例がやや難しいた
め、本校の生徒向けに変えてみたい（田中先生）。
本校の場合、生徒が自主的に話し合いを盛り上げるの
がまだ難しいので、班活動での話し合いを活発にさせる
ためには、教員が入って司会をするなどの統制が必要か
もしれない。また、ＷＳも自由にメモさせると何を書けばい
いかわからない生徒がいると思うので、文章を穴あけにし
たり、例を１・２個付け加えるなど、具体的なイメージがわき、
自分の意見を書きやすいようにしたい（吉田先生）。

原点の原点、基本の基本である「なぜ学ぶのか」につい
て、普段なら考えることもほとんどなかったり、あるいは勉
強すること自体が嫌いな生徒にとっては、この授業によっ
て、じっくり考えたり、新たに気づいたりすることができると
考える（田中先生）。
普段の授業ではどうしても講義が多くなってしまう中、話
す、書く、考えるといったコミュニケーション能力を伸ばす
ことができる非常に良い機会だと思う（吉田先生）。

2

短
時
間
で
変
わ
れ
る

生
徒
た
ち
の
力
に
感
銘

平安女学院高校（京都・私立）
角 好恵先生

School Data

このような授業を実践してみたい時期とそのねらい

実践する場合の授業の構成やＷＳのアレンジ方法

期待される生徒への効果

1948年創立／アグネス総合進学
コースⅠ類・エクスパートステップコー
ス・立命館コース幼児教育進学コー
ス／生徒数307人(女子)／進路状
況(2013年度実績)大学86%・短
大3%・専門学校6%・就職0%・その
他5%

●中学３年生の１学期、高校１年の３学期、高校２年の２学期
高校３年は毎学期キャリア学習会を行っている。１～３年後の自
分と将来の自分を考えるのによい実施期間なので、この従来のキ
ャリア学習の時間のどこかに取り入れてみたい。
点数のないところでの自己肯定感を持てる機会が必要と感じてい
る。本校の現行キャリア学習では将来に対して不安感を覚える生
徒もおり、工夫が必要と感じていたので、今回の授業を参考にし
たい。

本校でのキャリア学習の実施方法と全く異なるので、このままの
形、同じＷＳでの授業に挑戦してみたい。生徒の集中力と積極的
な発言を導き出す構成と感じた。

今回のような授業をすることで、すべての教科は有機的に自分の
生き方につながっていくということが理解できるのではないかと考
える。

私ならこうする！
   活用案 3
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と
き
に
酒
井
先
生
が

「
発
言
す
る
人
は
ア
イ

テ
ム
（
棒
の
よ
う
な
も

の
）を
持
つ
こ
と
。
ア
イ

テ
ム
持
っ
た
ら
話
せ
る

よ
う
に
な
る
」と
お
っ
し

ゃ
っ
て
、生
徒
た
ち
は

「
そ
ん
な
ア
ホ
な
」と
言

い
つ
つ
持
っ
た
ら
本
当
に

し
ゃ
べ
り
出
し
た
生
徒

が
多
か
っ
た
（
笑
）。
書

く
だ
け
で
な
く
人
前
で

口
に
出
す
こ
と
で
、生
徒
た
ち
も
変
わ
っ
て

い
く
よ
う
で
し
た
。

田
中
先
生　

総
合
学
習
の
時
間
を
苦
手

と
す
る
先
生
は
多
い
で
す
。
生
徒
の
活
動

が
主
と
な
る
授
業
で
は
酒
井
先
生
、田
内

先
生
の
よ
う
に
生
徒
の
言
葉
を
待
っ
て
、引

き
出
し
、拾
う
力
が
必
要
で
す
ね
。

酒
井
先
生　

授
業
の
最
後
は
、学
ん
だ
こ

と
を
将
来
ど
う
役
立
て
た
い
か
を
問
い
ま

し
た
。
目
標
か
ら
の
逆
算
だ
け
で
な
く
、学

び
を
積
み
重
ね
た
先
に
将
来
が
見
え
る
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。夢
や
目

標
が
早
い
う
ち
か
ら
あ
っ
て
、そ
れ
に
固
執

し
て
い
る
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

橋
詰
先
生　

本
校
は
入
学
時
に
す
で
に
目

標
と
す
る
職
業
を
も
っ
て
い
る
生
徒
が
多
い

た
め
、多
種
多
様
な
情
報
を
限
定
的
で
は

な
く
幅
広
く
受
け
と
り
、考
え
て
、自
分
の

進
路
を
判
断
し
て
い
る
の
か
を
問
い
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、本
校
で
は
３
年
に
進
級
す

る
際
に
、一
度
選
ん
だ
自
分
の
学
部
が
本
当

に
適
切
な
の
か
を
自
分
に
問
い
か
け
て
も

ら
お
う
と
、卒
業
生
を
招
い
て
、大
学
で
学

ん
で
い
る
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
、つ
ま
ら
な

さ
を
率
直
に
語
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

酒
井
先
生　

１
年
間
Ｃ
Ｓ
Ｌ
授
業
を
担
当

し
て
、生
徒
た
ち
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
今
回
は
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
を
生
徒

に
問
う
大
切
さ
を
自
分
も
学
び
ま
し
た
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
ま
と
め
●

　

「
過
去
の
経
験
が
未
来
の
自
分
を
作

る
」「
ど
の
教
科
も
未
来
の
自
分
に
大
切
」

「『
な
ぜ
勉
強
す
る
か
？
』の
答
え
は
た
く

さ
ん
あ
る
」
…
授
業
に
参
加
し
た
生
徒
た

ち
か
ら
は
こ
ん
な
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
学

ん
だ
こ
と
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
を

実
感
で
き
る
の
は
働
き
始
め
た
未
来
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、今
日
の
気
づ
き
は
そ

の
未
来
に
向
か
う
道
の
ど
こ
か
で
、学
び
に

向
か
う
背
中
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。

　

「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
？
」に
正
面
か
ら
取

り
組
ん
だ
今
回
の
授
業
、気
づ
き
を
生
む

堀川高校京都・市立
橋詰 忍先生

School Data

このような授業を実践してみたい時期とそのねらい

実践する場合の授業の構成やＷＳのアレンジ方法

期待される生徒への効果

1908年創立／普通科・人間探究科・自然
探究科／生徒数753人(男子442人・女子
311人)／進路状況(2013年度実績)大学
65.0%・短大0.0%・専門学校2.8%・就職
0.0%・その他32.2%

●１年生の４月
義務教育を終えた中学生が自己の選択により高校生となり、１
段階上のステージに移行する期間で、「学び」のスタイルも変わ
らなければならない時期。高校生としての「学び」に対する心構
えと、質と量に関する知的負荷をどのように自らに課すのか、そ
れによってどんな力を培うことができるのか、社会とどうつながる
のかなどを、生徒に考えさせ理解させるための指導の中で実践
したい。
人生のどのステージにおいても「学び」について考えることは必
要であり、特に高校生という好奇心旺盛で吸収力の高い時期
に、今回のようなテーマに向き合うことは重要であると考える。

本校では「受けとる力、考える力、判断する力、表現する力」の４つの
力を大切にし、すべての教育活動を通じて育成しようとしている。そ
の観点から、今回の授業の１時間目の展開がややスピーディーと感
じたため、３回尋ねた「なぜ勉強するのか？」を２回に絞り、生徒自身
のフィルターを素通りさせないようじっくり問いに向き合わせてみたい。
１時間目も講義形式ではなく、即興で意見交流・ディスカッションさせ、
グループごとに生徒代表が発表など、生徒自らが授業を創り、主体
的な取り組みとすることも可能かと思う。
ＷＳでは、１時間目の２回目のランキングを書かせる際に「１回目との
違いは？その違いはなぜ？」の問いかけに関心した。自分で自身の
変化に気づかせることは自分をメタ認知することを促す点ですばらし
いと思う。

さまざまな教育活動の中で「用意されている答え」のない「問い」
について考えさせる仕掛けを与え、生徒に受けとらせて判断させ、
その根拠などを交流させるという取り組みはこれからも必要であ
ろうと思う。大きく言えば「生きる」力につながる活動ではないだ
ろうか。

ポ
イ
ン
ト
は
授
業
者
の
関
わ
り
方
に
も
あ

る
よ
う
で
す
。
酒
井
先
生
、田
内
先
生
は
、

正
解
の
な
い
問
い
に
と
も
に
向
か
う
姿
勢

で
生
徒
に
向
き
合
い
、考
え
を
引
き
だ
す
た

め
に
待
ち
、聞
き
、声
を
拾
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

酒
井
先
生
も
授
業
は
完
成
形
で
は
な
い

と
仰
っ
て
い
ま
す
が
、ひ
な
形
の
ひ
と
つ
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
参
観
者
の

先
生
方
の
活
用
案
も
参
考
に
、指
導
案
や

Ｗ
Ｓ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、学
校
で
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、実
践
し
て
の
感
想
や
、

改
善
案
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

私ならこうする！
   活用案 4

いま伝えたい  なぜ学ぶ  なぜ働く
特別授業ルポ

25 2014 MAY Vol.402


